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１．実施概要 

（１）事業者名：中部電力株式会社 

（２）施設名：浜岡原子力発電所 

（３）検査実施期間：  

ア 年４回の保安検査 

① 基本検査 

令和２年１月７日～令和２年３月２５日 

② 追加検査 

令和２年１月７日～令和２年３月２５日 

 

イ 安全確保上重要な行為等の保安検査 

なし。 

 

検査実施者： 

浜岡原子力規制事務所 

矢野 雅之 

江頭 豊 

北村 博史 

深沢 幸久 

 

２．保安規定違反 

今回の保安検査では、下記に示す項目について違反が確認された。詳細については別添１

参照。 

 

件名 浜岡原子力発電所１、２号機トリチウム回収装置と配管の誤接

続について 

保安規定の該当条文 保安規定第２編第３条 

判定区分 監視 

事象概要 浜岡発電所１、２号機のトリチウム回収装置に接続する配管

について、出口と入口が逆に接続されていたことから、サンプルガ

スに含まれるトリチウムを少なく採取していたことを事業者が確認

した。そのため再評価を行った。結果、トリチウムの放出量を過小

算出していたことを確認した。 
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３．運転状況 

号機 出 力（万ｋＷ） 検査期間中の運転状況 

１号機 ５４．０ 
廃止措置中 

使用済燃料搬出完了日 平成２５年１月２３日 

２号機 ８４．０ 
廃止措置中 

使用済燃料搬出完了日 平成２６年２月２６日 

３号機 １１０．０ 停止中 

４号機 １１３．７ 停止中 

５号機 １３８．０ 停止中 

 

４．検査内容 

今回の保安検査では、下記に示す検査項目について検査を実施した。 

（１）年４回の保安検査 

ア 基本検査 

① 運転管理の実施状況 

検査ガイド名：設備の系統構成 

 上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施したところ、当該検査項目に係る保安

規定違反は確認されなかった。 

 ５号機原子炉機器冷却海水系統、非常用ガス処理系統 

 ４号機非常用ガス処理系統 

 １号機原子炉建屋天井クレーン制御装置 

 

検査ガイド名：オペラビリティ判断 

 上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施したところ、当該検査項目に係る保安

規定違反は確認されなかった。 

 ５号非常用ガス処理系の不適合管理の実施状況 

 

検査ガイド名：火災防護 

上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施したところ、当該検査項目に係る保安

規定違反は確認されなかった。 

 １号機原子炉建屋内の消火器の管理状況 

 

検査ガイド名：内部溢水防護 

上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施したところ、当該検査項目に係る保安

規定違反は確認されなかった。 

 内部溢水に係る設備の健全性確認 
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検査ガイド名：地震防護 

上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施したところ、当該検査項目に係る保安

規定違反は確認されなかった。 

 地震発生に備えた体制の準備状況 

 ５号機における地震発生時の影響確認状況 

 

検査ガイド名：津波防護 

上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施したところ、当該検査項目に係る保安

規定違反は確認されなかった。 

 津波対策設備の保管状況 

 

② 保守管理の実施状況 

検査ガイド名：設計管理 

上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施したところ、当該検査項目に係る保安

規定違反は確認されなかった。 

 ３号機中操冷凍機取替 

上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施したところ、別添１のとおり当該検査項

目に係る保安規定違反が確認された。 

 １、２号機トリチウム回収装置 

 

検査ガイド名：保全の有効性評価 

上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施したところ、当該検査項目に係る保安

規定違反は確認されなかった。 

 ５号機原子炉機器冷却海水系 

 

検査ガイド名：作業管理 

上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施したところ、当該検査項目に係る保安

規定違反は確認されなかった。 

 ２号機原子炉機器冷却水海水ポンプ定期点検工事の管理状況 

 ３号機中操冷凍機取替の基礎設置工事の管理状況 

 ５号機ＩＰＢ冷却装置水張り作業の管理状況 

 

③ 品質保証活動の実施状況 

検査ガイド名：パフォーマンス指標の検証 

上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施したところ、当該検査項目に係る保安

規定違反は確認されなかった。 

 パフォーマンス指標に関するデータ収集の状況を確認 
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④ 燃料管理の実施状況 

検査ガイド名：燃料体管理（運搬・貯蔵） 

上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施したところ、当該検査項目に係る保安

規定違反は確認されなかった。 

 燃料取替機操作教育訓練の状況確認 

 

⑤ 放射性廃棄物管理の実施状況 

検査ガイド名：放射性固体廃棄物の管理 

上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施したところ、当該検査項目に係る保安

規定違反は確認されなかった。 

 第１固体廃棄物貯蔵庫における放射性固体廃棄物の貯蔵及び管理の実施状況 

 

⑥ 放射線管理の実施状況 

検査ガイド名：放射線被ばく管理 

上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施したところ、当該検査項目に係る保安

規定違反は確認されなかった。 

 ３号機燃料プール冷却設備定期点検工事（機械分）の実施状況 

 

⑦ 非常時の措置の実施状況 

検査ガイド名：緊急時対応組織の維持 

上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施したところ、当該検査項目に係る保安

規定違反は確認されなかった。 

 緊急時防災対応の適切性確認及び資材管理の実施状況 

 要素訓練における緊急時対応組織の知識的、技術的要素の確保状況 

 

検査ガイド名：緊急時対応の準備と保全 

上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施したところ、当該検査項目に係る保安

規定違反は確認されなかった。 

 緊急事態対策訓練における対応組織及び要員の対応能力確認 

 

イ 追加検査 

① ３～５号機中央制御室床下等におけるケーブルの不適切な敷設に係る改善措置状況 

等 

検査ガイド名：品質マネジメントシステムの運用 

 平成３０年度第４回保安検査において「保安規定違反（違反２）」と判断された、調達

製品が要求事項を満足していることを確実にするためのプロセスが適正に構築できていな
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かったことに関して、上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施した。 

 直接原因に係る改善について 

 根本原因分析結果に係る改善について 

 検査の結果、別添２－１のとおり、違反に対する直接および根本原因分析が行われ、

再発防止対策が策定され措置が実施されていることから、保安規定違反の追加検査は

今回で終了とする。 

 

② ４号機における非常用ガス処理系の運転上の制限に対する保安規定違反についての是

正処置等 

検査ガイド名：品質マネジメントシステムの運用 

 平成２９年４月に発生し、「保安規定違反（違反２）」と判断された、非常用ガス処理系

が適切な状態でなかったことに関して、上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施

した。 

 直接原因に係る改善について 

 根本原因分析結果に係る改善について 

 検査の結果、別添２－２のとおり、違反に対する直接および根本原因分析が行われ、

再発防止対策が策定され措置が実施されていることから、保安規定違反の追加検査は

今回で終了とする。 

 

５．確認資料 

（１）年４回の保安検査 

ア 基本検査 

① 運転管理の実施状況 

設備の系統構成 

・ ５号機 維持点検中のリスク情報 

・ 系統レベルの指標を設定する系統機能 

・ 予防可能故障判定要否の判定基準 

・ 点検計画 機器別一覧 

・ 保全作業報告書 ２０１７年度浜岡５号 

・ 定期事業者検査成績書第 5 保全サイクル 原子炉機器冷却系設備検査 

・ 浜岡５号機 定期的な操作・確認 計画表２０１９年１０月 

・ 機器カルテ表 

・ 工事仕様書 ５号原子炉本体・補機関係機械設備維持点検工事(５回) 

・ 点検工事施工内容 

・ 保全の有効性評価記録 

・ 保守管理の有効性評価結果記録 

・ 機器マスター(非常用ガス処理装置) 
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・ 非常用ガス処理系フィルタ性能検査実績 

・ 工程作成・管理手引（運転） １２－３９ 

・ 作業規制 連絡票 ２０１９．１０．２ 

・ 非常用ガス処理系に係る措置（代替） 

・ 是正処置（承認書・報告書）２０１６年４月６日、２０１８年４月２０日、１２月７日 

・ 保全作業報告書５号機(非常用ガス処理系活性炭修理工事)２０１８年１１月１２日 

・ 工事報告書２０１８年１１月９日 

・ 保全の有効性評価記録(SGTS･HVM フィルタ性能検査の維持点検周期延長) 

・ (非常用 ガス処理装置他の維持点検周期延長)２０１７．１２．２１ 

・ 保全作業報告書（原子炉建屋天井クレーン制御装置取替） 

・ 工事報告書（１号機２０１８年度原子炉建屋天井クレーン制御装置取替） 

・ 保全作業報告書（原子炉建屋天井クレーン定期点検工事） 

 

オペラビリティ判断 

・ 点検計画（放出管理編）(運転) 

・ 機器マスター(非常用ガス処理装置) 

・ 非常用ガス処理系フィルタ性能検査実績 

・ 作業規制連絡票２０１９．１０．２ 

・ 非常用ガス処理系に係る措置（代替） 

・ 是正処置（承認書・報告書）２０１６年４月６日、２０１８年４月２０日、１２月７日 

・ 保全作業報告書５号機(非常用ガス処理系活性炭修理工事)２０１８年１１月１２日 

・ 工事報告書２０１８年１１月９日 

・ 保全作業報告書(SGTS・中央制御室空調設備維持点検工事(非常用ガス処理装

置) 

・ 定期事業者検査成績書(自主点検)非常用ガス処理系フィルタ性能検査３，４，５号

機 

・ 保全の有効性評価記録(SGTS･HVM フィルタ性能検査の維持点検周期延長) 

・ (非常用ガス処理装置他の維持点検周期延長)２０１７．１２．２１ 

 

火災防護 

・ 消防法施行規則第６条関連 

・ 浜岡原子力発電所で過去５年間に発生した火災リスト 

・ １号 Ｒ／Ｂ 消火器配置場所図 

・ 浜岡原子力発電所第１号機 原子炉建屋機器配置図 

・ 浜岡原子力発電所第１号機 ２０１９年度上期 消火器点検リスト 

・ 浜岡原子力発電所第１号機 ２０１９年度下期 消火器点検リスト 
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内部溢水防護  

・ 機器配置図(２号機原子炉建屋地下２階) 

・ 電線管敷設図(２号機地下２階) 

・ ＲＣＣＷ熱交換器(A―１、２)分解点検２０１９年度 

 

地震防護 

・ 事故・故障、非常災害等対策指針（１３） 

・ 災害対策初動対応手引（１３－０２） 

・ 地震発生時の処置手引（１３－１５） 

・ 発電所 事故・故障、非常災害等対策手引（１３－２３） 

・ 地震発生時の安全点検・巡視手引（１３－１６） 

・ 浜岡５号機 非常時運転操作手順書 

・ 東海地震関連情報から南海トラフ地震関連情報への移行に伴う当面の対応につい

て（方針）（平成２９年１０月３１日） 

・ 「南海トラフ地震臨時情報」発表開始に伴う対応について（２０１９年６月１８日） 

 

津波防護 

・ 復旧班 特殊力量設定書２９．３．３０ 

・ 地震発生時巡視チェックシート(防災課) 

・ 静岡県防災・原子力学術会議資料Ｒ２．２．４ 

・ 防災対策実行会議「南海トラフ沿いの地震観測・評価に基づく防災対応検討ＷＧ」

報告書Ｈ２９．９．２６ 

・ 津波他対策設備の自主点検計画２０１８．６ 

・ 土木設備点検チェック表１９．３．５ 

・ 自然災害時運転操作手順書Ｈ６。３．３０改訂 

 

② 保守管理の実施状況 

設計管理 

・ 中操冷凍機取替 工程表 

・ 記載様式０５－０１－１エンジニアリングスケジュール（件名 中操冷凍機取替、２０２

０年２月２６日承認） 

・ 第２２３回設計検討会資料ＮＯ．４「浜岡３号中操冷凍機取替について（審議）」 

・ 第２２３回設計検討会議事録 

・ 第２５２回設計検討会資料ＮＯ．１「浜岡３号中操冷凍機取替について（審議）」 

・ 第２５２回設計検討会議事録 

・ 第２６８回設計検討会資料ＮＯ．３「浜岡３号中操冷凍機取替に際しての冷凍機容

量等について（再審議）」 
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・ 第２６８回設計検討会議事録 

・ 設計検証記録（件名 浜岡３号中操冷凍機取替、設計検討会資料、購入仕様書

案） 

・ 設計検証記録（件名 浜岡３号中操冷凍機取替、見積仕様書、設計図書類、運

転性能試験記録） 

・ 浜岡３号機中央制御室換気空調系冷凍機凝縮器に対する竜巻対策の基本設計

検討結果について（回答） 

・ 設計検証記録（件名 浜岡３号中操冷凍機取替、中央制御室換気空調系冷凍

機凝縮器竜巻対策成立性検討業務 受託業務報告書、購入仕様書（内容変更）

案） 

・ 設計検証記録（件名 浜岡３号中操冷凍機取替（中操冷凍機取替に伴う電源設

備・空調設備）、第 252 回設計検討会「浜岡３号中操冷凍機取替について（審

議）」資料、購入仕様書案） 

・ （浜岡３号機）系統設計仕様書「中央制御室換気空調系（ＳＳ－Ｕ５３－７０２、改

訂番号６）」 

・ （浜岡３号機（２０１９年度））工事要領書 「中操冷凍機取替 屋内機器（Ｂ－１）

（Ｂ－２）先行工事」 

・ （浜岡３号機（２０１９年度））工事要領書 「中操冷凍機取替 冷凍機（Ｂ－１）（Ｂ

－２）付属品組付」 

・ CAP 会合資料「浜岡１、２号排気口トリチウム回収装置の配管接続の誤りについて」

（２０１９－５７５３） 

・ 浜岡原子力発電所第１号機排気口ダストモニタ配管計装線図（ＷＴＡ４０２０６４） 

・ 浜岡原子力発電所第１号機トリチウム回収装置配管計装線図（ＷＴＡ４０２０６４） 

・ １号機排気口放射線モニタリング装置盤据付図（ＷＴＡ５３４４６２） 

・ ２号機排気口放射線モニタリング装置盤据付図（ＷＴＡ５３４４６３） 

・ １号機排気口放射線モニタリング装置サンプリング配管配管施工図（ＷＴＡ５３４４８

４） 

・ ２号機排気口放射線モニタリング装置サンプリング配管配管施工図（ＷＴＡ５３４４８

５） 

・ 平成３０年度浜岡原子力発電所周辺の一般公衆の実効線量計算方法 

・ 平成２９年度分放射線業務従事者線量等報告 

・ 平成３０年度分放射線業務従事者線量等報告 

・ 放射性気体廃棄物管理四半期報（２０１８年第３四半期） 

・ 可搬型トリチウム回収装置（１８Ｓ１００３Ｖ－０４） 

・ 保全作業報告書 １、２号機排気口放射線ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ装置設置工事(２０１７年度) 

 

保全の有効性 
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・ ５号機 維持点検中のリスク情報 

・ 系統レベル保全活動管理指標目標値設定書 

・ 保全活動管理指標確認シート 

・ 系統レベルの指標を設定する系統機能 

・ 予防可能故障判定要否の判定基準 

・ 点検計画 機器別一覧 

・ 点検計画表(共通) 

・ 保全作業報告書 ２０１７年度浜岡５号 

・ 定期事業者検査成績書第５保全サイクル 原子炉機器冷却系設備検査 

・ 次回定期事業者検査への反映 

・ 浜岡５号機 定期的な操作・確認 計画表２０１９年１０月 

・ 機器カルテ表 

・ 工事仕様書 ５号原子炉本体・補機関係機械設備維持点検工事(５回) 

・ 点検工事施工内容 

・ 定期事業者検査における検査助勢役務およびその力量について 

・ 保全の有効性評価記録 

・ 保守管理の有効性評価結果記録 

・ 是正処置（承認書・報告書） 

 

作業管理 

・ 浜岡原子力発電所 請負作業安全心得書 

・ 作業安全指針 

・ 調達管理手引 

・ 物品管理手引 

・ 工事要領書・報告書作成手引（運転） 

・ 浜岡１，２号 通常時定期点検工程（２０１９年度） 

・ ２号 ＲＣＷＳ系点検工程（案） 

・ ２号機作業内容 

・ 浜岡原子力発電所第２号機 原子炉機器冷却水系配管計装線図 

・ 浜岡原子力発電所第２号機 原子炉機器冷却水海水ポンプ 取扱説明書 

・ 浜岡原子力発電所第２号機 （２０１９年度）工事要領書（原子炉機器冷却海水

系） 

・ 浜岡原子力発電所第２号機 （２０１９年度）工事要領書（電気設備） 

・ 浜岡２号 通常時定期点検 （２０１８年度）保全作業報告書（ＲＣＷＳ系） 

・ 中操冷凍機取替 工程表Ｒｅｖ．１ 

・ 購入仕様書（内容変更） 中操冷凍機１式 

・ 浜岡原子力発電所第３号機 換気空調系 補助建屋３階機器基礎図 
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・ 工事仕様書 浜岡３号中操冷凍機取替の内冷凍機（Ｂ系）基礎設置工事  

・ 浜岡原子力発電所３号機 系統設計仕様書（中央制御室 換気空調系） 

・ 品質保証計画書 浜岡３号中操冷凍機取替の内冷凍機（Ｂ系）基礎設置工事 

・ 浜岡原子力発電所３号機 （２０１９年度）工事要領書（浜岡３号 中操冷凍機取

替の内冷凍機（Ｂ系）基礎設置工事） 

・ 浜岡原子力発電所３号機 （２０１９年度）工事要領書（浜岡３号 中操冷凍機取

替の内凝縮器（Ｂ系）基礎設置工事） 

・ 浜岡原子力発電所３号機 （２０１９年度）工事要領書（中操冷凍機取替 屋内機

器（Ｂ－１）(Ｂ－２)先行工事） 

・ 浜岡原子力発電所３号機 （２０１９年度）工事要領書（中操冷凍機取替 凝縮器

（Ｂ－１）(Ｂ－２)据付） 

・ 浜岡原子力発電所３号機 （２０１９年度）工事要領書（中操冷凍機取替 凝縮器

（Ｂ－１）(Ｂ－２)後打金物） 

・ 浜岡３号機 中操冷凍機リプレースに伴う既存建屋躯体強度検討 

・ 浜岡原子力発電所３号機 換気空調系ダクト配管計装図 中央制御室冷凍機 

・ 浜岡原子力発電所３号機 補助建屋３階 中央制御室冷凍機機器配置図 

・ 浜岡原子力発電所３号機 換気空調系 補助建屋Ｒ階 機器基礎図 

・ 浜岡原子力発電所３号機 冷凍機（Ｂ－１）架台基礎 基礎ボルト位置記録 

・ 浜岡原子力発電所３号機 冷凍機（Ｂ－２）架台基礎 基礎ボルト位置記録 

・ 構造検査記録表（Ｅ）コンクリートの性状、配筋（中央制御室冷凍機Ｂ－１、Ｂ－２基

礎） 

・ 基準墨検査記録表（レベル）（中央制御室冷凍機Ｂ－１、Ｂ－２基礎） 

・ 構造検査記録表（Ｅ）コンクリートの性状、配筋（凝縮器基礎） 

・ 基準墨検査記録表（レベル）（凝縮器基礎） 

 

③ 品質保証活動の実施状況 

パフォーマンス指標の検証 

・ 原子力規制検査において活用する安全実績指標（ＰＩ）に関するガイドライン（ＡＴＥＮＡ

１９－Ｒ０１ＲＥＶ．０） 

・ 新検査制度導入に関する説明会（その２品質保証Ｇ分） 

・ パフォーマンス指標（ＰＩ）管理手引（新規制定案） 

・ 浜岡原子力発電所収集データ（ＰＩ入力シート） 

・ 中部電力株式会社浜岡原子力発電所４号機 ＰＩデータ（２０１９年１０月３１日） 

 

④ 燃料管理の実施状況 

燃料体管理（運搬・貯蔵） 

・ 訓練日程調整表 
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・ 力量認定Ａ（ｓ）「燃料取替機操作者」取得および力量維持のための訓練実施につい

て 

・ 燃料取替機操作教育要領 兼 実績確認表 

・ 燃料移動指示書 

・ 燃料移動指示カード 

・ 燃料取扱装置操作手引 ０９－０４ 

・ 浜岡 4 号燃料取替機始業前点検チェックシート 

 

⑤ 放射性廃棄物管理の実施状況 

放射性固体廃棄物の管理 

・ セメント固化体膨張事象の原因調査結果及び対策について（審議）（第３２６回設計

検討会資料Ｎ0．３２６－２） 

・ 濃縮廃液および復水系使用済樹脂の安定保管に向けた検討状況について（報告）

（第３２６回設計検討会資料Ｎ0．３２６－３） 

・ 現場掲示板「放射性固体廃棄物の保管状況（２０１９年１０月末現在） 

・ ２０１９年１０月度廃棄物管理月報 

・ 放射性固体廃棄物保管状況等点検記録 

 

⑥ 放射線管理の実施状況 

放射線被ばく管理 

・ CAP 会合資料「浜岡１、２号排気口トリチウム回収装置の配管接続の誤りについて」

（２０１９－５７５３） 

・ 浜岡原子力発電所第１号機排気口ダストモニタ配管計装線図（ＷＴＡ４０２０６４） 

・ 浜岡原子力発電所第１号機トリチウム回収装置配管計装線図（ＷＴＡ４０２０６４） 

・ １号機排気口放射線モニタリング装置盤据付図（ＷＴＡ５３４４６２） 

・ ２号機排気口放射線モニタリング装置盤据付図（ＷＴＡ５３４４６３） 

・ １号機排気口放射線モニタリング装置サンプリング配管配管施工図（ＷＴＡ５３４４８

４） 

・ ２号機排気口放射線モニタリング装置サンプリング配管配管施工図（ＷＴＡ５３４４８

５） 

・ 平成３０年度浜岡原子力発電所周辺の一般公衆の実効線量計算方法 

・ 平成２９年度分放射線業務従事者線量等報告 

・ 平成３０年度分放射線業務従事者線量等報告 

・ 放射性気体廃棄物管理四半期報（２０１８年第３四半期） 

・ 可搬型トリチウム回収装置（１８Ｓ１００３Ｖ－０４） 

・ CAP 会合資料「３号ＳＡ配管貫通部のシール未処理について」（２０１９－５９３２） 

・ 浜岡３号ＳＡ貫通処理の未処理事象に対する機能要求事項の整理 
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・ 貫通孔のシール処理に関する設計要求箇所と調査の優先順位 

・ ３号機サービス建屋 １階（壁）総合貫通孔断面図（３） 

・ ３号機共通機器設計仕様書「配管及びＨＶＡＣダクト用標準貫通孔」（ＥＳ－Ａ３１

－７０３） 

・ 配管及びＨＶＡＣダクト用躯体ボーリング後処理標準図（Ａ３１－０００１－０１１） 

・ ３号機系統設計仕様書「サービス建屋換気空調系」（Ｕ５４－０００１－００１） 

・ ３号機換気空調系気密要求図（Ｕ５０－００００－３００） 

・ 浜岡１，２号炉解体撤去物のクリアランス測定・評価 

・ クリアランス管理手引（１０－１１） 

・ クリアランス対象推定物管理手引（１０－１００） 

・ 浜岡原子力発電所(２０１９年度)委託業務実施要領書「浜岡原子力発電所１、２

号機解体クリアランス測定業務（その２）」 

・ 浜岡原子力発電所(２０１９年度)工事要領書「浜岡共用クリアランス測定装置点

検」 

・ 浜岡原子力発電所共用号機(２０１９年度)工事報告書「浜岡共用クリアランス測定

装置点検」 

・ 浜岡原子力発電所(２０１９年度)工事要領書「クリアランス測定装置Ｇｅ検出器点

検」 

・ 浜岡原子力発電所共用号機(２０１９年度)工事報告書「クリアランス測定装置Ｇｅ検

出器点検」 

・ ＣＬ対象推定物移動記録 

・ クリアランス測定容器への収納記録 

・ 放射能濃度の測定評価結果 

・ 工事別放射線管理計画書（３号機、燃料プール冷却系設備定期点検工事、放射

線防護指示 No.放Ｈ３－Ｒ１９－００１４） 

・ ３号作業票（３号機燃料プール冷却浄化系定期点検(２０１９年度)） 

・ 工事別放射線管理報告書（３号機、燃料プール冷却系設備定期点検工事、前年

度分） 

・ 放射線管理記録（作業管理記録用）（２０１８年度ＦＰＣ通定、定期点検工事） 

・ 放射線管理記録（作業管理記録用）（２０１９年度ＦＰＣ通定、定期点検工事、２０

２０年２月１９日から３月５日の記録９件） 

・ 不適合管理 NO.２０１９－６５９５「３号機 FPC プリコートタンクまわりの清掃」 

 

⑦ 非常時の措置の実施状況 

緊急時対応組織の維持 

・ 発電所 事故・故障、非常災害等対策手引 

・ 安全データシート（ＳＤＳ） 
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・ 防火管理手引（運転）１２－２９ 

・ 緊急時ガスタービン発電機建屋 電気品室配置図 

・ 緊急時運転操作手引き（電源機能等喪失時編）１３－２２ 

・ 浜岡３号機「災害対策用発電機による電源供給手順書 

 

緊急時対応の準備と保全 

・ 浜岡原子力発電所 原子力事業者防災業務計画（令和元年６月） 

・ 防災関係教育訓練手引（４．２．２ｂ） 

・ 浜岡原子力発電所 訓練中長期計画 

・ ２０１９年度緊急事態対策訓練 浜岡における訓練計画 

・ 令和元年度事業者防災訓練課題対応パンチリスト（浜岡原子力発電所） 

 

イ 追加検査 

① ３～５号機中央制御室床下等におけるケーブルの不適切な敷設に係る改善措置等 

・ 是正処置(承認書)浜岡４号ＭＣＲ床下分離版の設置不良等について」２０１５－１６

８８－Ｑ－Ｑ（２０１６．１２．２５） 

・ ４号機内部火災防護対策に伴う中央制御室の影響軽減対策の一部見直しについ

て（再審議）２０１９年７月２３日 

・ 中央制御室床下ケーブルピット内影響軽減対策用耐火隔壁について 

・ 安全系区分の火災防護対策について 

・ 保安作業報告書（中央制御室床下ケーブル修理工事） 

・ ４号機第一回２０１６年度工事報告書 

 

② ４号機における非常用ガス処理系の運転上の制限に対する保安規定違反についての是

正処置等 

・ 原子力業務計画書策定手引 

・ プロセスの監視および測定手引 

・ 安全文化の醸成に関する手引 

・ ヒューマンパフォーマンス向上手引 

・ 是正処置完了報告書：４号機ＳＧＴＳに接続される配管開口部の未復旧について

（業務環境の変化に応じた業務管理が不足） 

・ ２０１８年度マネジメントレビュー（ＭＲ）報告書 

・ ２０１９年度（第２四半期）データ分析シート 

・ ２０１９年度業務執行計画 兼 実施報告書（安全品質保証部 検査管理課） 

 

６．特記事項 

なし。  
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（別添 1） 

別添１：保安規定違反の詳細 

件名 浜岡原子力発電所１、２号機トリチウム回収装置と配管の誤接続につ

いて 

保安規定違反

の該当条項 

保安規定第２編第３条 

判定区分 監視 

検査ガイドＮｏ ＢＭ０１００設計管理 

事象の詳細 （１）トリチウム回収装置を新設した２０１８年２月２０日から 1 号機トリチ

ウム回収装置の点検において事業者が発見する２０２０年１月２８

日までの期間、配管誤接続の状況が継続していた。 

（２）トリチウム回収装置の新設工事を請け負った１次協力会社が作成

したトリチウム回収装置の外形図に関し、トリチウム回収装置と配

管との取り合い位置を出口と入口（以下、「取合点」という。）を逆

に変更した改訂版外形図を２次協力会社に提示する手段として、

明確な規定がなかったことから現場で手渡したのみであった。そのた

め、２次協力会社において、トリチウム回収装置と配管との取合点

を逆に変更した情報が正確に伝達されなかった。その結果、トリチウ

ム回収装置周りの配管設計・施工を請け負った２次協力会社は、

取合点を変更する前のトリチウム回収装置の外形図により配管設

計・施工を行った。 

（３）事業者が、社内規定である設計管理手引に規定されている「詳細

設計が複数の段階に分かれる場合」に実施すべき業務プロセスが

実施されていなかったことから「配管配置図」、「配管施工図」が、

先に作成されるべき「配管計装線図」よりも先に作成され、トリチウ

ム回収装置の新設工事完了後の完成検査において、「排気口ダ

ストモニタ配管計装線図」が参照されず配管誤接続に気付く機会

を失った。 

（４）上記（３）において、「排気口ダストモニタ配管計装線図」自体に、サ

ンプリングラインに接続する設備の位置関係に誤記があり、今回の

事象を受けて確認するまで、配管計装線図の基本的な要素であ

る誤記に気付かなかった。 

なお、今回の事象によりサンプルガスに含まれるトリチウムの放出量を

過小算出していたが、測定値への影響について評価した結果は法令で

定める周辺監視区域外における空気中の濃度限度は満足していた。 

保安活動の問

題点 

【保安活動の問題点】 

事業者が、設計管理手引に規定されている「詳細設計が複数の段
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階に分かれる場合」に実施すべき業務プロセスを実施しなかったことから、

図書の作成順でもあり調達業務における検証のインプット、アウトプット

順位でもある①購入仕様書、②系統設計仕様書、③機器設計仕様

書、配管計装線図、④機器外形図、⑤配管配置図、配管施工図とい

う順位関係が構成されず、結果「配管配置図」や「配管施工図」が、先

に作成されるべき「配管計装線図」よりも先に作成され、完成検査にお

いて参照されることがなかったため配管誤接続に気付く機会を失った。 

その結果、サンプルガスに含まれるトリチウムが少なく採取され、トリチウ

ムの放出量を過小算出していた。以上のことから、組織が業務の実施に

おいて、業務を管理された状態で実施しているとは認められない部分が

あるため、保安規定第２編第３条品質保証計画に定める要求事項

「７．５．１ 業務の管理 組織は、業務の計画に基づき業務を管理され

た状態で実施する。」を満足していない。 

総合評価 【違反の結果による原子力安

全への影響（Ⅰ，Ⅱ）】 

Ⅰ 安全機能による判定 

該当なし 

 

Ⅱ 放射線被ばくによる判定 

該当なし 

今回の事象によりサンプルガ

スに含まれるトリチウムの放出

量を過小算出していたが、測

定値への影響について評価し

た結果は法令で定める「周辺

監視区域外における空気中の

濃度限度」は満足していたた

め、担保するべき安全機能の

健全性は担保されていた。 

【違反に至る過程の品質保証上の問

題（Ⅲ）】 

Ⅲ 品質保証による判定 

事業者が、設計管理手引に規定さ

れている「詳細設計が複数の段階に

分かれる場合」に実施すべき業務プロ

セスを実施しなかったことから、配管誤

接続に気付かなかった。その結果、サン

プルガスに含まれるトリチウムが少なく

採取され、トリチウムの放出量を過小

算出していた。 

以上のことから、組織が業務の実施

において、業務を管理された状態で実

施しているとは認められない部分がある

ため、保安規定第２編第３条品質保

証計画７．５．１業務の管理要求事

項に対する違反と判断する。 

【総合評価】 

Ⅲ.品質保証に係る判定基準に照らすと、本件が、品質マネジメントシス

テムの欠陥又は品質保証に係る保安規定の不履行により原子力安全

に影響を及ぼすとまでは判断されないため、判定の結果、保安規定違

反の区分は「監視」とする。 
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（別添２－１）：１／３ 

保安規定違反（違反２）に対する原子炉設置者の改善措置状況  

（不適切なケーブルの敷設に係る改善措置等の実施状況） 

件名  違反概要・違反条項  再発防止対策  改善措置状況  ステイタス 

浜岡原子力発

電所３～５号機

中央制御室床

下等におけるケー

ブルの不適切な

敷設に係る改善

措置等の実施

状況について 

平成２７年９月、東京電

力株式会社柏崎刈羽原子

力発電所６号機の中央制

御室床下において、不適切

に敷設されたケーブル及び分

離板の破損等が存在するこ

とが判明した。 

これを受け、浜岡原子力

発電所３～５号機において

調査を実施した結果、柏崎

刈羽原子力発電所と同様

に不適切なケーブル敷設等

が判明した。 

 本事象は、ケーブル敷設工

事に際し、設計上の要求事

項が適切に業務計画に反

映されていないため、調達活

動において要求事項を供給

者に確実に伝達し、調達製

品が要求事項を満足してい

ることを確実にするためのプロ

セスが適正に構築されていな

かったことが原因と考えられ、

保安規定第３条（品質保証

計  

（１）直接原因に係る改善  

・中央制御室床下におけるケーブル敷

設を、設計管理プロセスで管理できる

ようルール化する。 

・ケーブル敷設の管理手法（区分分

離の要求の有無）の判断を適切に行

うことができるよう、その判断根拠を記

録するようルール化する。 

以下のＱＭＳ文書を改正した。 

「設計管理指針」 

「設計管理手引」 

完了  

・中央制御室床下も含めたケーブル

敷設に係る要求事項について、設計

仕様書等を用いて整理した資料を作

成し、今回の事例も含めて、発電所

技術系社員に対して周知する。 

「『４号機中央制御室床下分離板の

設置不良等』に関する説明会」を平

成２８年３月に実施した。 

完了  

・工事要領書の施工前打合わせやケ

ーブル敷設作業開始前において、前

述の資料を用いて、当社から施工会

社に説明を実施する。 

以下のＱＭＳ文書を改正した。 

「工事要領書・報告書作成手引（運

転）」） 

完了  
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（別添２－１）：２／３ 

保安規定違反（違反２）に対する原子炉設置者の改善措置状況  

（不適切なケーブルの敷設に係る改善措置等の実施状況） 

件名  違反概要・違反条項  再発防止対策  改善措置状況  ステイタス 

 画）「７．２．１  業務・原子

力施設に対する要求事項の

明確化」、「７．４．１ 調達プ

ロセス」、「７．４．２  調達要

求事項」及び「７．４．３  調

達製品の検証」の履行が十

分でないと判断した。 

・中央制御室床下でケーブルを敷設

する作業について、作業管理部署

は、施工前までにケーブル管理部署に

敷設ルート図を提出し、適切な敷設

ルートであることの確認を受ける。 

以下のＱＭＳ文書を改正した。 

「既設設備との取合い工事における

作業管理手引（運転）」 

完了  

・作業管理部署は、施工会社に対し

て、確認を受けた敷設ルートどおりに

敷設したことを記録又は立会により確

認することを調達要求し、実行する。 

以下のＱＭＳ文書を改正した。 

「設備・機器の品質管理手引」 

完了  

・中央制御室床下に係る設計仕様

書にケーブル敷設方法を定める。 

以下のＱＭＳ文書を改正した。 

「パッケージ形制御盤システム（ＰＣＰ

Ｓ）系統設計仕様書」 

完了  

・分離板の破損等が発生しにくいよ

う、分離板の素材の変更や固定方

法の変更を検討のうえ定める。 

内部火災防護対策についての性能

試験等を行うことにより、分離板の素

材や固定方法を定めた。 

完了  

・作業時に作業者が誤った区分への

敷設を行わないよう、中央制御室床

下のピット表示に対して、安全系・常

用系が一目で分かる処置を行う。 

ピット内に敷設されたケーブルが安全

系・常用系のどちらであるか一目で分

かるよう、ピットの縁の部分に安全系・

常用系の表示を実施した。 

完了  
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（別添２－１）：３／３ 

保安規定違反（違反２）に対する原子炉設置者の改善措置状況  

（不適切なケーブルの敷設に係る改善措置等の実施状況） 

件名  違反概要・違反条項  再発防止対策  改善措置状況  ステイタス 

  （２）ＲＣＡ結果に係る改善  

・ケーブル敷設に関する要求事項に

対する意識及び知識を向上させるた

め、今回の事象について発電所技術

系社員に対し周知する。 

「『４号機中央制御室床下分離板の

設置不良等』に関する説明会」を平

成２８年３月に実施した。 

（（１）第３項目の記載と同様） 

完了  

・今回の事象の風化を防止するた

め、原子炉設置者の技術伝承のため

のツールである「失敗に学ぶ回廊」、

「技術史」等に今回の事象を追加す

る。 

「失敗に学ぶ回廊」へ本事象の説明

パネルを展示した。 

「技術史」へ本事象を追加した。 

完了  

・ケーブル敷設時の注意事項を「ＪＩＴ

情報」に追加して作業時の注意喚起

を行う。 

「ＪＩＴ情報」に掲載した。 完了  

・新規制基準に関する要求事項の

意識及び知識が不十分になることが

ないよう、発電所技術系社員に対し、

新規制基準により設置した新たな設

備、区分分離の考え方や既存設備

も含めた設計要求に関する教育プロ

グラムを作成し、継続的に教育を実

施する。 

『「中央制御室床下分離板の設置

不良等について」の是正方針に基づく

教育方針』を作成し、同方針に基づく

教育テキストを作成して、発電所技

術系社員に対する教育を実施した。 

また、同教育を３年の周期で継続して

実施することを、「技術・保修関連教

育実施手引」に定めた。 

完了  
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（別添２－２）：１／５ 
保安規定違反（違反２）に対する原子炉設置者の改善措置状況  

（不適切な SGTS 管理に係る改善措置等の実施状況） 
件名  違反概要・違反条項  再発防止対策  改善措置状況  ステイタス 

浜岡原子力発電

所４号機における

非常用 ガス処 理

系 の運転上 の制

限に対する保安規

定違反についての

是正処置等の実

施状況について 

保安規定第５１条については、

原子炉の状態が運転、起動、

高温停止及び炉心変更時又

は原子炉建屋原子炉室内で

照射された燃料に係る作業時

において「事故」（原子炉冷却

材喪失又は燃料集合体の落

下）が発生し、放射性物質が

原子炉建屋内に放出された場

合においても、環境へ放出され

る放射性物質を低減するた

め、ＳＧＴＳ系２系列が動作可

能であることを運転上の制限と

定めている。本事象の場合は、

前提であるＳＧＴＳ系統が適切

な状態でなかったことを踏まえ、

当該条項に係る保安活動が

実質行われていなかったと判断

する。 

（１）直接原因に係る改善  

〔対策１〕作業内容の明確化  

「作業手続取扱手引（運転）」に以下を明

記し、周知・徹底するとともに、以下について

担当者は実施し、審査、承認者はそれを確

認する。 

・境界弁を系統から取り外す場合の措置とし

て、対象弁については弁取外「◯◯側閉止

フランジ取付中」など、操作禁止札で識別を

行う。 

・作業担当課は、作業票の作業内容欄に

ついては、目的や作業内容、対象機器等、

内容を具体的に記載する。 

・作業担当課は、追加の安全措置を作成

する場合には、承認済みの安全措置を同一

タスクに含めて作成する。 

・発電部は、作業担当課が検討し提出した

色塗り図面等を十分な記載内容であること

を確認して安全措置を決定する。 

・作業担当課は安全措置の実施・解除の

連絡票には対象機器・実施事項等を記載

することを追加する。 

・発電部は安全措置の実施・解除の連絡

票の依頼内容が歩欄と管理上支障のない

ことを確認する。 

・発電部の安全措置の検討にあたって「安

全  

以下のＱＭＳ文書を改正。 

「作業手続取扱手引（運転）」 

 （運用開始済み） 

完了  
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（別添２－２）：２／５ 

保安規定違反（違反２）に対する原子炉設置者の改善措置状況  
（不適切な SGTS 管理に係る改善措置等の実施状況） 

件名  違反概要・違反条項  再発防止対策  改善措置状況  ステイタス 

  措置検討における基本事項」を参考に検

討することを明記する。 

  

〔対策２〕系統状態管理の仕組みの改善  

・重要な系統については、配管計装線図に

色塗りを行い、他系統との境界弁を明確

にし、状態を把握しやすくする。 

・作業管理システムのポップアップ機能を活

用して、作業票作成時、中央制御室での

安全措置の実施の連絡票受付時に、安

全措置の対象弁が境界弁であることの注

意喚起を表示させ、気づきを与える。 

以下のＱＭＳ文書を改正  

「図面管理手引」 

（運用開始済み） 

「工程作成・管理手引（運転）」 

（運用開始済み） 

・事業者イントラネット（浜岡 OA）の作業

管理システムにポップアップ機能を整備済み  

完了  

〔対策３〕図面修正実施時期の適正化及

び工程表への反映  

・工事の安全措置が解除されて系統およ

び機器の運用を開始するまでに必要な図

面配布することを要求事項とし、「図面管

理手引」に明記する。 

・設備の改造を行う工事の担当課は、保

安規定に関係する系統については配管計

装線図等、運転管理に必要な図面を改

正する期限と作業件名を工程表に記載

し、定検保安課においては、図面の変更

時期を工程表に反映して、図面改正につ

いての工程管理を実施することを「工程作

成・管理手引（運転）」に明記する。 

上記対策の他、技術系社員全員（約６６ 

以下のＱＭＳ文書を改正  

「図面管理手引」 

（運用開始済み） 

「工程作成・管理手引（運転）」 

（運用開始済み） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左記教育実施：H29.5.22～H29.5.31（計  

完了  
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（別添２－２）：３／５ 

保安規定違反（違反２）に対する原子炉設置者の改善措置状況  
（不適切な SGTS 管理に係る改善措置等の実施状況） 

件名  違反概要・違反条項  再発防止対策  改善措置状況  ステイタス 

  ０名）を対象として、本件に関する教育（事

象概要および直接原因と再発防止対

策、ケーススタディの実施、長期停止中に

おいて特に重要な系統について）を実施す

る。 

10 回） 完了  

  〔追加対策〕現場における境界弁の状態

確認  

・プラント停止中に管理が必要な機器のア

イソレキャンセル時の状態確認の実施内容

に、SGTS ファン停止アイソレキャンセル時の

現場における境界弁の状態確認を「08-

03 運転管理手引（運転）」に追加する。 

「08-03 運転管理手引（運転）」の改正  

  （平成 29 年 12 月 28 日改正） 

完了  

  （２）ＲＣＡ結果に係る改善  

【対策１】「Ⅰ．業務環境の変化に応じた

業務の管理が不足していた。」に対する是

正処置  

・業務執行計画へ業務環境の変化に対

する対応を明記するよう本店品質保証 G

より対応を周知し、分析データを含む業務

執行計画に従って、検出されたリスクを抽

出・分析し、リスクと対策の効果を監視・

測定するため原子力関係部門品質目標

及び２０１８年度分析データ一覧を改正し

た。 

・「原子力業務計画書制定手引」、「プロ

セスの監視および測定手引」、「安全文化

の醸成に関する手引」及び「ヒューマンパフ

ォーマンス向上手引」の各手引（プロセス）

に業務環境変化の予想と対応方針を明

記（一部記録様式の改善を含む）した上

で、計画を策定する改正を実施。（２０１９

年９月１１日までに改正） 

 

 

 

完了  

 



 

24 

 

（別添２－２）：４／５ 

保安規定違反（違反２）に対する原子炉設置者の改善措置状況  
（不適切な SGTS 管理に係る改善措置等の実施状況） 

件名  違反概要・違反条項  再発防止対策  改善措置状況  ステイタス 

  【対策２】「Ⅱ．アイソレ管理全般において

組織間の「役割と責任」および「遵守すべ

き事項」などに係る業務の管理が不足し

ていた。」に対する是正処置  

・アイソレ管理に係るプロセスを明記してい

る「作業手続取扱手引」について、作業

票発行から作業票完了までの全てのプロ

セスについて現状を調査し、問題点と改

善案を抽出・分析  

・「アイソレ・キャンセル連絡票の記載項目を

デフォルトで表示し、記載漏れを防ぐようシス

テムを改修した。」、「各部署における作業票

審査の観点を明確にするためのチェックシート

を作成した」等の６項目の改善策を導出し、

アイソレ管理に係る保守管理プロセスの改善

を「作業手続取扱手引」等に反映。 

完了  
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（別添２－２）：５／５ 
保安規定違反（違反２）に対する原子炉設置者の改善措置状況  

（不適切な SGTS 管理に係る改善措置等の実施状況） 
件名  違反概要・違反条項  再発防止対策  改善措置状況  ステイタス 

  【対策３】「Ⅲ．CAP 会合において、通常

と異なる状態を早期に見出し対処するな

ど異常への進展を防ぐことに係る業務の

管理が不足していた。」に対する是正処

置  

・CAP 会合において通常と異なる状態を

早期に対処するなど異常への進展を防ぐ

ことに係る業務の管理が不足していた点

を洗い出し、「CAP に登録する事象の増

加」、「CAP 事前確認や事務局の役割

の明確化」、「CAP 会合の議論の活性

化」、「CAP フォロー事象の明確化」、「プ

ラント運営への影響度管理の見直し」、

「CAP メンバーおよび所員の意識付け」の

６つの改善項目を抽出。 

  

・「CAP に登録する事象の増加」について

は、所長からの声掛けを実施。 

・「CAP 会合の議論の活性化」については、

ブラックビブス（ネガティブ意見の発言者の設

定）の運用および発電所長によるオブザベー

ションを実施。 

・「CAP 事前確認や事務局の役割の明確

化」、「ＣＡＰフォロー事象の明確化」及び「プ

ラント運営への影響度管理の見直し」につい

ては、ＣＡＰ事前会議にて、ＣＡＰ会合にて議

論すべき案件であるＣＡＱ（原子力安全に関

する品質に影響を及ぼす状態の案件）等の

選定を行うこと変更。 

・「ＣＡＰメンバーおよび所員の意識付け」につ

いては、主任技術者によるオブザベーションを

実施。 

完了  

 

 

 

 

 


